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里見公園のテニスコート新設計画、当面保留とは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の桜の名所、里見公園分園の桜を大々的に伐採してテニスコートを建設する計画は、

新聞やテレビでも取り上げられ大きな話題となりました。 

この計画について事前に市側の説明は何もなく、新年度予算案にテニスコート建設費 8000

万円が突然計上されました。これに驚いた幅広い市民から反発の声があがったのです。 

こういった状況を受けて 5月、市長は里見公園分園でのテニスコート建設計画を当面保留

することを発表しました。ひとまず桜は守られたと市民の間に安堵が広がりました。 

私は 6月議会の代表質問で、なぜ保留を決めたのか、どのような代替案を検討しているの

か等を質問しました。 

市の答弁では、保留にした理由は「市が説明する前に誤った情報や不正確な情報が市民の

間に広がり、このまま進めると市政運営に支障が出るから」というのです。「桜の名所とし

て愛着のある里見公園分園は市民の宝なのでテニスコートは別の場所にしてほしい」という

市民の願いに配慮したわけではなかったのです。これでは市役所が必要十分と考える説明を

終えたら、強行もありうるということではありませんか。 

当面の措置として、近くの大学のテニスコートを市民が使用できるように協定を結ぶそう

です。廃止しようとしている国府台運動公園の 9面のテニスコートの一部を当面残しておく

べきではないかとの提案には、不足する駐車場確保のため撤廃する方針を変える気はないと

の答えでした。近隣に駐車場が増えたことや、周辺の交通渋滞が解消の見込みであること等

から、すぐに 100 台分の増設は説得力がありません。柔軟に幅広く代替策の検討をしてほし

いと強く申し入れました。 

行政には「市民の声に耳を傾ける」「大事なことは市民とともに決める」という姿勢が 

必要です。今の市川市に一番欠けているところだと思います。 

 
「石原よしのり市政報告会」 

日時： 7月 30日（日）15:30～17:30 

場所： アイリンク会議室 

（JR市川駅南口 タワーズイースト３階、行政サービスセンター内） 

議員と身近に話せます。お気軽にお出かけください。（入場無料です） 
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< 朗報 > 公園の施設率が規制緩和 

そもそも、このテニスコート問題は、国府台運動公園が「運動施設の面積は敷地の 50％

以内でなければならない」という都市公園法の基準を超えていることから、違法状態を 

解消するための用地取得や運動施設削減といった対策の一環で出てきたものです。 

しかし今年 6月 15 日、国土交通省は、施設率は地域の事情に合わせて地方自治体が独

自に定めてよいと法令を改正しました。都会の市街地にあり利用者が多いという理由で 

国府台運動公園の施設率の上限を 60％に引き上げる条例を市が制定すれば、既存のテニス

コートの一部を残すことも、野球場や体育館を改修することも制約なくできるようになり

ます。里見公園分園の桜を伐採してテニスコートを新設する必要も全くなくなります。 

 

～ 6月議会での石原よしのりの代表質問から ～ 
 

① 外環道路が来春開通、本市の姿は大きく変わります 

皆さんは外環道路が来春開通することをご存知でしょうか？ 

完成後は、羽田空港へ行くのも軽井沢に旅行に行くのも便利になることはもちろん、

市内の渋滞が解消され排気ガスも交通事故も減るでしょう。広い道路にはサイクリング

ロードも緑地帯も整備されます。緊急輸送路としての機能も担います。また道路の下を

下水道の本管が通ることで市内の下水道整備が進みます。バスルートの整備などで郊外

住宅地も便利になるでしょう。市川の姿が大きく変わる数十年に一度の大事業です。 

市川の明るい未来を想像してワクワクしませんか？ 

私は市が外環道路開通を今からあらゆる手段でもっと PRして市民の期待を盛り上げて

いくことが重要で、シティーセールスにも欠かせないと訴えました。利便性の増す郊外

住宅地へ子育て世代を呼び込み長期的な発展につなげたいと思います。 
 

② 道の駅 来春オープン 

外環道路の開通に合わせて国分地区に道の駅が開設されます。東京都心に最も近い道

の駅です。地元農水産物の販売やレストランだけではなく、災害時の避難場所、市民が

集まるイベントやカルチャー教室の開催、FMサテライトスタジオから情報発信などを行

う新しい都会型の道の駅です。 

今回民間の運営業者が決まりましたが、市民に愛される評判の「道の駅」となるよう

市もチェックを怠らず必要に応じて積極的に協力していくことを求めました。 
 

 

 

石原よしのりプロフィール 

1983年  東京大学卒業 （農学部 森林・林業政策専攻) 

1983年  王子製紙入社。以後 27 年間、工場現場をはじめ事業管理、経営企画、海外事業を担当 

1990 年  米国 WAKE FOREST 大学大学院卒業（経営学修士 MBA) 

2011年  市川市議会議員に当選、現在 2 期目 

連 絡 先 〒272-0826市川市真間 4-11-C202 
TEL  :  047-710-0958 

FAX  :  047-710-0959 
 

メールアドレス：yoshinori.ishihara@gmail.com 
 

ホームページアドレス：http://ishihara-yoshinori.jp 
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